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令和４年度 第 4 四半期地域経済動向調査 

（令和 5年 1月～3月 新温泉町商工会） 

 

 

 

以下の調査報告内容の詳細については、各ホームページよりご確認ください。 

 

 

①会員アンケート調査 

 会員アンケート調査（新温泉町商工会） 

 https://www.sinonsen.com/ 

 

②中小企業景況感 

中小企業景況調査（全国商工会連合会） 

http://www.shokokai.or.jp/?page_id=6633 

 

③地域の雇用情勢 

地域雇用情勢調査（豊岡公共職業安定所） 

https://jsite.mhlw.go.jp/hyogo-

roudoukyoku/jirei_toukei/shokugyou_shoukai/_121984_00008.html 

 

④業種別業況判断 

但馬の経済指標（兵庫県但馬県民局） 

 https://web.pref.hyogo.lg.jp/tjk04/keizai/index.html 

 

⑤REASAS による分析（人口・産業・観光）・・・別資料 

RESAS（国のビッグデータ） 

https://summary.resas.go.jp/summary.html 
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① 会員アンケート調査   調査依頼 100企業  回答 98企業（回答率 98％） 
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②中小企業景況感 (DIは、増加（上昇、好転）企業割合から減少（低下、悪化）企業割合を差し引いた値を示します。) 

製造業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 売上(DI) 経常利益(DI) 

期間 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 

前期比 12.3 0.8 0.5 ▲5.2 4.9 ▲4.8 2.2 ▲1.3 

前年比 7.5 8.6 4.8 6.8 ▲5.3 ▲7.2 ▲7.9 1.0 
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建設業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 売上(DI) 経常利益(DI) 

期間 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 

前期比 3.6 6.3 ▲1.3 ▲2.7 ▲2.4 4.1 0.8 ▲3.5 

前年比 ▲4.2 5.3 2.3 ▲0.5 ▲16.0 ▲5.6 ▲8.2 ▲2.6 
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小売業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 売上(DI) 経常利益(DI) 

期間 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 

前期比 18.6 ▲0.7 2.5 ▲4.4 9.0 1.3 ▲0.9 ▲4.1 

前年比 7.3 22.0 16.0 16.0 ▲3.2 5.3 1.4 5.3 
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サービス業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x 

項目 売上(DI) 経常利益(DI) 

期間 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 

前期比 40.0 ▲1.9 ▲0.5 4.8 17.6 3.7 ▲0.8 ▲1.5 

前年比 9.9 33.4 18.9 43.4 ▲2.5 5.9 ▲4.5 11.6 

              （以上、全国商工会連合会「中小企業景況調査 2023年 1-3月期」より抜粋）  
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③地域の雇用情勢 
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④業種別業況判断 

 主要業種の概況 

旅客運送業 

景況感はさほど良くない。売上高・利益の見通しは、前四半期比 10％減少。秋の行楽シ

ーズンに比べて少し減少している。前年同期比は 10％増加。コロナ禍で運転手不足が続

き、貸切バス傭車が増加しており、業況へ大きなマイナスとなっている。 

燃料費（軽油価格）の高騰対策として価格転嫁はできておらず未交渉。エコ運転実施や

冷暖房の適切な温度管理等で業務改善に取り組んでいる。 

その他製造業 

景況感はさほど良くない。原油、物価高騰、最低賃金引き上げ改定等が影響している。

対前年同期比の売上高は変化なし、利益はおそらく 89％となる。昨年２月はレコード針

の売上が増加したが、今年は減少傾向にある。 

設備投資として、前年比 30％増加の見込み。投資にかかる費用には事業再構築補助金を

利用し工場の改修や PC 入替を予定している。 

「兵庫県の経済・雇用情勢（令和 5年 1月）」より 

 

銀 行 業 

景況感は当行、取引先及び管内企業ともさほど良くない。原材料価格の高騰や労働者不

足等で、製造業の景況感は悪い。サービス業は売上が回復してきているが、コロナ禍前の

需要よりは少ない。 

設備投資実績は、管内企業で前年度より５％程度増。事業再構築補助金等を利用し、生

産効率を上げるための投資が増えている。ゼロゼロ融資返済が７月から始まる事業者が

多い。コロナ借換保証は承認条件も厳しく制度利用はごくわずかに留まっている。 

金属製品 

製 造 業 

当月の景況感は良い。３ヶ月後の景況感は今後の物価高騰が予想されるためさほど良く

ない。前四半期と比較して、10～12 月の売上高は２％減少、利益は 13％減少を見通す。 

電気料金の高騰で、今期決算の収益に影響し、２割程度下降の見込み。製品への価格転

嫁は交渉中で転嫁時期は未定。採用面では大卒・院卒の採用に苦戦している。働き方改革

の推進に向けて、選択定年制（60～65 歳）制度を今年度承認、令和５年度退職対象者か

ら順次実施する。 

「兵庫県の経済・雇用情勢（令和 5年 2月）」より 

 

印刷・ 

同関連業 

景況感はさほど良くない。１～３月の受注、需要の状況は、前四半期比 16％減少、昨年

同期比 12％増加した。 

設備投資は前年度より 50％程度増加。省エネ補助金を利用し、工場製造ラインを省エネ

設備に切り替えを予定している。今年度はコロナ禍で人件費削減を目的に、高卒区分と中

途採用のみを採用していたが、令和５年度から大卒・専門学校卒区分も募集再開。併せて

新規採用者の給与を４～５％上げることを検討している。 

宿 泊 業 

景況感はさほど良くない。全国旅行支援が延長されたのを受けて、３月は家族客や卒業

旅行の学生客で満室となっている。一方で、サービス部門の社員が不足しており、受け入

れ能力の低下が課題となっている。例年需要がある地元産のズワイガニ付き宿泊プラン

は、水揚げ量が少なく、価格高騰もあり設定できなかった。地域全体を見ても消費需要は

回復半ばであり、切れ目のない観光支援を実施してほしい。 

「兵庫県の経済・雇用情勢（令和 5年 3月）」より 
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金融 
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公共工事 
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企業倒産（全県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、兵庫県但馬県民局「但馬の経済指標」より抜粋） 


